
 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

11 月 28 日(木)２・３校時、６年生が「茶の湯体験」を行いました。これは、６年生社会科「今に伝

わる室町文化」の学習の一つです。この日は、講師の西村 宗好 先生をはじめとする「西村社中」の５

名の皆様をお迎えし、日本の伝統的な様式に則り、亭主（講師）が客人（児童）にお茶を点て振舞い、

客人（児童）は亭主（講師）のおもてなしを受け、お茶をいただくという体験をしました。多目的室は、

講師の皆様によりお茶会の雰囲気に。講師の先生に丁寧に解説をしていただき、基本的な作法や所作を

学びました。茶の湯体験の代表でお茶をいただいた児童は緊張して、お茶や和菓子(饅頭)を味わうとこ

ろまでいかなかったかもしれませんが、そ

の後、家庭科室ではリラックスして、一人

一人が実際にお茶を点てて、美味しくいた

だきました。子供たちの振り返りでは「貴

重な体験ができてよかった」「もっとやっ

てみたい。調べてみたい」等、喜びや意欲

等、教科書や動画では学べない貴重な学び

ができました。講師の先生方、本校の児童

のためにありがとうございました。 

   

 

 

 12 月 13 日(金)１～５校時、３年生全クラスで「防災教室」を行いました。これ

は、つくば市の事業「つくば科学出前レクチャー」として行う、市内の研究所の研究

者による特別授業です。講師は国土交通省 国土技術政策総合研究所の長屋 和宏 様

です。間もなく１年になる能登半島地震や、月の地震や３匹の子ぶたの話を聴きながら、災害や防災と

は何かについて知りました。そして、首都直下地震や中央防災会議の話の後、「今、地震が来たらどう

するか」、そして、その時「何に困るか」を考えながら「防災バックの作り方」を学びました。子供た

ちは防災について関心が高く、最後の質問コーナーでは「食べ物は何日分、用意したらいいか」「火事

はどんなものが多いのか」等、地震を中心に様々な質問しました。 

この日は講義が中心でしたが、学んだことを活かすことが大切です。

防災バックをご準備されているご家庭もあると思いますが、お子さんと

中身を確認してみるとよいと思います。また、先生から冒頭に「今日、

聞いた話を１つでも良いので、誰かに話してください」とお願いがあり

ました。学んだことをアウトプットし、周囲の方に防災に関心をもって

もらうことも大切です。子供たちは、お家の方などにお話してくれたで

しょうか。さらに学びが深まることと思います。 

【Ｓルーム〔校内フリースクール〕の担当教職員が変わりました】 

Ｓルームは今年度設置されたもの（学校だより第 12 号参照）ですが、担当者が１月

より変わりました。田村 美里 先生、日向 佳子 先生の２名です。これは、前任の 稲

生 千砂 先生のご退職、小笠原 美穂子 先生の本校教員への採用に伴うものです。Ｓ

ルームは今後も、誰でもいつでも、自分の学級以外で安心して過ごすことができる場として運営してま

いります。自分の学級で学ぶことが難しい状況等がある場合は、一時的または定期的に利用することが

できます。ご利用に関するご質問やご相談については、本校教職員までお問合せください。 
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室町時代の文化にふれる ６年生 茶の湯体験

諸星先生も児童と一緒に緊張…    初めての体験。お茶を点てる。 


